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「生きている者の神」
（マルコ12:18-27/マタイ22:23-33/ルカ20:27-40）

挽地茂男
2019.2.10 日本基督教団千歳丘教会礼拝

※マルコの本文は最終頁にあります

教会の暦では、今年は３月６日

の「灰の水曜日」から「受難節」

に入ってまいります。１４章から

始まる主イエスの受難の物語は、

わたしたちが、今、学んでいる論

争物語集の延長線上に見えていま

す。１１章から始まった、エルサ

レムでの主イエスとサンヘドリン

(最高法院)の対立において主イエ

スの優勢が明らかになればなるほ

ど、つまりサンヘドリン側が論争

に手詰まりを覚えれば覚えるほ

ど、彼らの対応はより陰湿な陰謀

に向かい、受難物語に入りますと、

さらに暴力的な逮捕、裁判を経て、

坂を滑るように処刑へと向かって

まいります。これがサンヘドリン

(最高法院)、つまり日本で言えば

――もちろん規模も機能も違って

いますが――国会や最高裁に当た

るイスラエル民族の行政と司法に

関わる最高の意志決定機関の有様

なのです。大祭司である議長と７

０人の議員たちが、その宗教的敬

虔さに基づき、神の前に公正かつ

公平に判断を下すべき最高法院

は、最早「力こそが正義」Might is
Right という粗野な力における正

義をむき出しにしています。主イ

エスは、今、この自分たちの既得

権益を守ることに躍起となった権

力集団と対峙しているのです。

主イエス逮捕の陰謀は、最高法

院のメンバーがイスカリオテのユ

ダの買収に成功するところから具

体的になっていきます。しかしそ

の前に、彼らはもう一つのグルー

プを、イエスとの論争の刺客とし

て送ります。サドカイ派の人々で

す。今度こそは、彼らの詰問にイ

エスが「まいった」を告白するこ

とを期待しながら。サドカイ派の

人々の登場です。１８節。

12:18 復活はないと言っているサ

ドカイ派の人々が、イエスのとこ

ろへ来て尋ねた。
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サドカイ派という名称は、彼らが、

ダビデ王(在前 1000-961)、ソロ

モン王(在前 961-922)の下で大祭

司とされたザドクを自分たちの派

閥の創始者としていたことに由来

しています。実際は、前２世紀に､

大祭司としてのユダヤ人最後の王

朝であったハスモン王家の立場

〔王が、正統な祭司の家系に属さ

ないにもかかわらず、大祭司を兼

任すること〕を支持するエルサレ

ム神殿の祭

司を中心に

形成された

富裕な貴族

的集団であ

ります。フ

ァリサイ派とは異なり律法(モー
トーラー

セ五書)にのみを聖典（正典）と

してその拘束力を認め(預言者や

諸書を聖書と見なさず)、ファリ

サイ派が大切にしていた口伝を一切

否認します。死者の復活も天使や

悪霊の存在も信じない、合理主義

的な傾向を強く持った集団でし

た。また神は世界のあらゆる所に

おられるという、神の遍在を認め

ないために、ファリサイ派の礼拝の

中心であったシナゴーグ礼拝を否

定し、神殿のみを真の礼拝の場と

アンナスとカィアファ（大祭司）

したのです。こうして宗教と政治

はエルサレム中心となり、つまり

エルサレムに一元化されて、当時

のエルサレム神殿はイスラエル神

聖政治の拠点であったのです。こ

のエルサレムの宗教指導者層の与

党がサドカイ派の人々だったので

す。彼らは現実的な判断から親ロ

ーマ路線を取りますが、民衆の中

に 燻 る反ローマ感情を火だねと
くすぶ

する暴動が紀元６６－７０年のユ

ダヤ戦争に発展すると、７０年の

神殿陥落とともに存立の基盤を失

って没落いたします(歴史から姿

を消します)。彼らは宗教的にも､

政治的にも､そして経済的にも神

殿に依存していたのです。神殿は

――主「イエスの宮清め」（11:12-26）

の記事を学んだときに申し上げまし

たように――神殿経済共同体とし

て、彼らの利害に直接関係し、その

存続を左右する存立の基盤だった

のです。ですからサドカイ派の人

々は、今、神殿で起こっている「イ

エス危機」に強い危機感を覚えて

いました。

サドカイ派の人々は、ファリサ

イ派とヘロデ派の人々がイエスの論

駁に失敗したのを受けて、自分たち

こそ、この論争の勝利者になるべく、
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周到に練られた難問をもって、自信

満々で登場してきました。彼らの質

問はユダヤ教の教師たちが用いる「ボ

ルート」(無作法)と呼ばれる形式の

質問でした。上から目線で、質問に

よって相手を小馬鹿にし、嘲笑する

ことによって、相手の優位に立とう

とする質問だからです。リベラルな

合理主義的傾向を強く持つサドカ

イ派は、実は、天使の存在や復活

など浮世離れしたことを信じてい

るファリサイ派の人々が論戦に敗

れたことに、ほくそ笑んでいたか

もしれません。当時は、サドカイ

派(与党たとえば自民党)とファリ

サイ派(野党たとえば立憲民主党

その他)の間には激しい対立があ

ったのです。もしイエスという共

通の敵が登場しなければ、彼らは、

共同戦線を張ることなどなかった

でしょう。そのファリサイ派とサ

ドカイ派の間の対立を示す論争が

使徒言行録の２３章１－１１節に

出てまいります。両派の内実を知

るために読んでおきます。場面は

サンヘドリンの法廷です。被告は

パウロです。告訴されたパウロは、

この両者の対立を逆手にとって、

サンヘドリンの議場を混乱に陥れ

ます。使徒言行録２３章１節から。

使23:1 そこで、パウロは最高法

院の議員たちを見つめて言った。

「兄弟たち、わたしは今日に至る

まで、あくまでも良心に従って神

の前で生きてきました。」 23:2

すると、大祭司アナニアは、パウ

ロの近くに立っていた者たちに、

彼の口を打つように命じた。23:3

パウロは大祭司に向かって言っ

た。「白く塗った壁よ、神があな

たをお打ちになる。あなたは、律

法に従ってわたしを裁くためにそ

こに座っていながら、律法に背い

て、わたしを打て、と命令するの

ですか。」 23:4 近くに立ってい

た者たちが、「神の大祭司をのの

しる気か」と言った。 23:5 パウ

ロは言った。「兄弟たち、その人

が大祭司だとは知りませんでし

た。確かに『あなたの民の指導者

を悪く言うな』と書かれていま

①議長（大祭司）、②議員、③被告・証人、④書記
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す。」 23:6 パウロは、議員の一

部がサドカイ派、一部がファリサ

イ派であることを知って、議場で

声を高めて言った。「兄弟たち、

わ た し は 生

ま れ な が ら

の フ ァ リ サ

イ 派 で す 。

死 者 が 復 活

す る と い う

望 み を 抱 い

て い る こ と

で、わたしは裁判にかけられてい

るのです。」23:7 パウロがこう言

ったので、ファリサイ派とサドカ

イ派との間に論争が生じ、最高法

院は分裂した。 23:8 サドカイ派

は復活も天使も霊もないと言い、

ファリサイ派はこのいずれをも認

めているからである。 23:9 そこ

で、騒ぎは大きくなった。ファリ

サイ派の数人の律法学者が立ち上

がって激しく論じ、「この人には

何の悪い点も見いだせない。霊か

天使かが彼に話しかけたのだろう

か」と言った。23:10 こうして、

論争が激しくなったので、千人隊

長は、パウロが彼らに引き裂かれ

てしまうのではないかと心配し、

兵士たちに、下りていって人々の

中からパウロを力ずくで助け出

し、兵営に連れて行くように命じ

た。23:11 その夜、主はパウロの

そばに立って言われた。「勇気を

出せ。エルサレムでわたしのこと

を力強く証ししたように、ローマ

でも証しをしなければならない。」

サドカイ派の人々は、この様な

積年のファリサイ派との対立も、

目の前のイエスという敵を倒さな

ければならない今は、気にかけて

いられません。サドカイ派の人々

は、やおら自家薬籠中の質問を、

少し得意げに、主イエスの反応を

確かめるように、投げかけます。

１９－２３節。12:19 「先生、モ

ーセはわたしたちのために書いて

います。『ある人

の兄が死に、妻を

後に残して子がな

い場合、その弟は

兄嫁と結婚して、

兄の跡継ぎをもう

けねばならない』

と。12:20 ところで、七人の兄弟

がいました。長男が妻を迎えまし

たが、跡継ぎを残さないで死にま

した。12:21 次男がその女を妻に

しましたが、跡継ぎを残さないで

死に、三男も同様でした。12:22

律法（トーラー）
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こうして、七人とも跡継ぎを残し

ませんでした。最後にその女も死

にました。12:23 復活の時、彼ら

が復活すると、その女はだれの妻

になるのでしょうか。七人ともそ

の女を妻にしたのです。」

死後の復活の信仰を前提として論

理を展開すると、どのような矛盾に

陥るか、という論理的トリックをつ

かった質問です。おそらくサドカイ

派の人々は、この質問で、ファリサ

イ派の人々をやり込める成功体験を

何度かしていたのでしょう。イエス

もこの質問については答えられまい。

彼らはこの質問でイエスから一本取

るつもりでした。質問は二つの要素

で構成されています。一つは「死者

の復活」という観念と、もう一つは

旧約律法が命じる「レビラト婚」――

兄弟が亡くなったときにはその兄弟

の妻と結婚して兄弟のために跡継ぎ

を残す――という律法規定(申25:5)が

組み合わされています。

死者の復活の観念は、文献的には

前３－２世紀の黙示文学に顕著に

表れてきますが、旧約聖書の預言

書にすでに、その思想が確認でき

ます。例えばエゼキエル書です。

エゼキエル書は、死者の復活を、

少し滑稽なイメージを使いなが

ら、明確に同時に華々しく描きま

す。エゼキエル書３７章１－１０

節は、預言者エゼキエルが見た死

者のよみが

えりの幻で

す。37:1

主の手がわ

たしの上に

臨んだ。わたしは主の霊によって

連れ出され、ある谷の真ん中に降

ろされた。そこは骨でいっぱいで

あった。 37:2 主はわたしに、そ

の周囲を行き巡らせた。見ると、

谷の上には非常に多くの骨があ

り、また見ると、それらは甚だし

く枯れていた。 37:3 そのとき、

主はわたしに言われた。「人の子

よ、これらの骨は生き返ることが

できるか。」わたしは答えた。「主

なる神よ、あなたのみがご存じで

す。」 37:4 そこで、主はわたし

に言われた。「これらの骨に向か
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って預言し、彼らに言いなさい。

枯れた骨よ、主の言葉を聞け。37

:5 これらの骨に向かって、主な

る神はこう言われる。見よ、わた

しはお前たちの中に霊を吹き込

む。すると、お前たちは生き返る。

37:6 わたしは、お前たちの上に

筋をおき、肉を付け、皮膚で覆い、

霊を吹き込む。すると、お前たち

は生き返る。そして、お前たちは

わたしが主であることを知るよう

になる。」 37:7 わたしは命じら

れたように預言した。わたしが預

言していると、音がした。見よ、

カタカタと音を立てて、骨と骨と

が近づいた。 37:8 わたしが見て

いると、見よ、それらの骨の上に

筋と肉が生じ、皮膚がその上をす

っかり覆った。しかし、その中に

霊はなかった。 37:9 主はわたし

に言われた。「霊に預言せよ。人

の子よ、預言して霊に言いなさい。

主なる神はこう言われる。霊よ、

四方から吹き来れ。霊よ、これら

の殺されたものの上に吹きつけ

よ。そうすれば彼らは生き返る。」

37:10 わたしは命じられたように

預言した。すると、霊が彼らの中

に入り、彼らは生き返って自分の

足で立った。彼らは非常に大きな

集団となった。37:11 主はわたし

に言われた。「人の子よ、これら

の骨はイスラエルの全家である。

彼らは言っている。『我々の骨は

枯れた。我々の望みはうせ、我々

は滅びる』と。 37:12 それゆえ、

預言して彼らに語りなさい。主な

る神はこう言われる。わたしはお

前たちの墓を開く。わが民よ、わ

たしはお前たちを墓から引き上

げ、イスラエルの地へ連れて行く。

死者の復活の観念はその他、イ

ザヤ書２６章１９節、ダニエル書

１２章やエズラ記（ラテン語）や

バルク黙示録などに見られ、主イ

エスの当時、ファリサイ派を中心

に、民衆レベルにまで一般化(通

俗化)していました。特に、人々

の安心を奪い死の恐怖をかき立て

る強大な外国の軍事力の接近や、

その他の死の危険を孕む被抑圧的

状況では、なおさらこの様な観念
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は、人々の心に根付き、民衆の希

望にもなったのです。エルサレム

神殿の祭司を中心とする富裕な合

理主義者であるサドカイ派の人々

は、これを認めませんでした。彼

らは、律法（モーセ五書）のみを
トーラー

聖典（正典）とし、預言者の言葉

を排除したのです。彼らの合理主

義は、天使や悪霊の存在もまして

や復活など〈超自然的要素〉を含

む（ファリサイ派的)信仰内容を

認めることなどできなかったので

す。「復活の時、彼らが復活する

と、その女はだれの妻になるので

しょうか」という質問は、死者の

復活を認めないサドカイ派の人々

の合理主義を肯定するための論理

的なトリックでした。死者の復活

を前提とすると、こんな不合理を

生じることになりますが､いかが

でしょうか｡見事に､復活信仰の不

合理を突いた、と彼らは確信して

いました｡しかし主イエスの応答

は、彼らの論理的なトリックなど

一蹴してしまいます。

主イエスの答えに行く前に、も

う一方の「レビラト婚」に関する

律法規定も見ておきましょう。〈レ

ビラト〉という言葉は、ラテン語

で夫の兄弟を意味するレウィル

(levir)という言葉に由来します。

夫が亡くなったとき、その妻は、夫

の兄弟と結婚して兄弟のために跡継

ぎを残さなければなりません。申命

記２５章５－６節(10節)に記され

ています。

25:5 兄弟が共に暮らしていて、

そのうちの一人が子供を残さずに

死んだならば、死んだ者の妻は家

族以外の他の者に嫁いではならな

い。亡夫の兄弟が彼女のところに

入り、めとって妻として、兄弟の

義務を果たし､25:6 彼女の産んだ

長子に死んだ兄弟の名を継がせ、

その名がイスラエルの中から絶え

ないようにしなければならない。

レビラト婚を議論のネタにし

て、サドカイ派の人々は、主イエ

スに議論をしかけようとしている

のですが、レビラト婚はもともと

不合理や混乱を生みやすい規定で

もあったのです。レビラト婚から
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生じる混乱をベースにして、シェ

イクスピアの悲劇『ハムレット』

が書かれたと言われます。〔わた

しはそう思いませんが。〕主人公

である王子ハムレットの父王の死

後、王の弟クローディアスが王位

に即き、ハムレットの母である王

妃ガートルードと再婚し、王位を

確保します。ハムレットの父は、

実は、この弟によって暗殺されて

いたのです。暗殺

さ れ た 王 の 幽 霊

が、夜な夜な出没

するというところ

から物語が展開し

ます。喜劇もあり

ます。レナード・

ニモイ監督の「ホーリー・ウェデ

ィング」（原題：Holy Matrimony,
1994 年)というアメリカのコメデ

ィ映画がレビラト婚を喜劇にした

てます。恋人同士のピーター（テ

イト・ドノヴァン）と遊園地で働

いていたハバナ（パトリシア・ア

ークェット）はその遊園地で強盗

を働きます。遊園地の入場料を強

奪したのです。しかし翌朝、すで

にＴＶで自分たちが指名手配され

ていることを知り、カナダへ逃亡

し、ピーターの故郷のユダヤ教/

キリスト教の(厳格な聖書主義を

生活原理とするアーミッシュのよ

うな)コロニーへ逃れます。そこ

では、アーミッシュのようにテレ

ビもラジオも新聞もないので犯行

がばれることはない、とふんだか

らです。成り行きで、都会の生活

に疲れて、同伴した(少しあばず

れた)女ハバナを妻として、故郷

で生活を再スタートするためにコ

ロニーに帰ったと嘘をついたもの

ですから、そこで結婚式を挙げる

羽目になります。結婚はしたので

すが、結婚してすぐに、ピーター

(男の方)は事故死してしまいま

す。女は聖書の教え(レビラト婚)

の規定に従って〔映画の中の聖書

引用箇所に誤りあり〕、男の弟と

結婚しなければなりません。その

弟は、実は１２歳。ピーターが強

奪金をコロニーのどこかに隠した

ものですから、それを手に入れる

ために女は、形だけの結婚にふみ
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きります。その１２歳の弟との再

婚から、てんやわんやの大騒動を

くり広げます。しかし同時に、そ

の弟との再婚から生じるドタバタ

を通して、女が本来的な人間性を

回復していく姿を、喜劇として描

いた作品です。

「レビラト婚」の規定に従って、

二人の兄弟に嫁いだ妻は、復活の

時、一体どちらの妻になるのか、

復活の時には、もう一つ別のドタ

バタがおきるかもしれません。サ

ドカイ派の人々は、二人の兄弟を

七人の兄弟にまで拡大して、大問

題として、大仰に論争のテーマに

したのです。「復活がない」とい

う信念を固執する合理主義者の質

問は、最初から〈超自然〉的な事

柄を排除しています。ですからこ

れは、真理追究のための、素朴な

・自然な質問でなく、質問のため

の質問、議論のための議論なので

す。サドカイ派の人々の動機は議

論に勝つこと、論破することであ

り、真理探究ではないのです。そ

こで「死者の復活がある」と主張

した時の論理的矛盾を探し、不自

然な議論を立てたのです。レビラ

ト婚の規定に従い、次々に亡くな

った７人の夫に嫁いだ女性は、復

活の際誰の妻になるのか。復活を

主張しながら一方で律法の規定を

守ると、難題におちいる。この質
ジレンマ

問でイエスを論破できる、沈黙さ

せることができると信じたので

す。結果として、民衆に対するイ

エスの人気を失墜させ、「イエス

危機」を回避することが可能にな

ると考えたのです。

主イエスの反論は、サドカイ派

の人々の無知に対する指摘から始

まります。２４節。

12:24 イエスは言われた。「あな

たたちは聖書も神の力も知らない

から、そんな思い違いをしている

のではないか。

サドカイ派の人々は、自分たちの

知らないことを、また確認できな

いことを論じていることを知らな

いのです。彼らは死者の復活がな
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いことを確かめてきたのではない

のです。「死者の復活はない」と

いう仮説なのです。そんな仮説が

許されるなら、同等の権利で「死

者の復活はある」と言ってしまえ

ばお終いなのです。教室でキリス

ト教や聖書について教えている

と、時々「神なんかいない」とい

う学生がいます。そんなとき、「大

学生にも成って、そんな馬鹿なこ

とを言うのはやめた方がよい。自

分が馬鹿だと、発表しているよう

なものですよ」と答えます。「来

週教室に来て、この黒板がなけれ

ば、君は黒板がないと言えるね。

君が黒板の存在を知っているから

でしょ。じゃ君が『神はいない』

という時には、君は神の存在を知

っていなければ言えないことにな

る。君の知っている神というのは

どういう存在なのか、説明してく

ださい」と申し上げます。「聖書

も神の力も知らない」で、おまけ

に真理に対する謙虚さもなしにな

される観念的な議論は、聖書の中

だけではなく、至る所でなされて

います。ここでのサドカイ派の人

々の死後の生命に関する無知は、

現世における(結婚という)人間間

の契約関係が来世においても継続

するという推測につながります。

無知を論拠にして、論を展開させ

ますと、とてつもない無知をさら

け出すことになります。サドカイ

派の人々の信仰とは何だったのか

と思います。彼らは「来世」につ

いて無知でした。無知は学ぶこと

によって超えられる部分がありま

す。しかしそれ以上にサドカイ派

の人々の無知とは、自分たちが「来

世」について無知であることにつ

いての無知なのです〔無知無知〕。

それゆえに謙虚さを欠き、学ぶこ

とにつながらない無知なのです。

彼らは聖書について無知であり、

神の力についても無知であり、自

分たちの立てた仮説の効力の限界

についても無知なのです。

さらに主イエスは、こう続けて

語ります。もちろん主イエスの言

葉に「死者の復活」は前提されて

います。当然です。〔主イエスの

言う｢死者の復活」も仮説だと批

判しても、仮説に対抗する仮説を

立てるのは当然の権利です。そし
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て主イエスの言葉が仮説であるか

どうかは、わたしたちが主イエス

を誰だと考えているかによって決

まります。〕２５節。

12:25 死者の中から復活するとき

には、めとることも嫁ぐこともな

く、天使のようになるのだ。

ものすごい言葉です。主イエスは、

人が死者の中から復活するときの

状態を、「めとることも嫁ぐこと

もない」と言われました。つまり、

婚姻関係から解放された状態にな

るというのです。〔最も濃密な人

間関係になる可能性もある〕地上

の婚姻は一時的な契約関係である

ことが、同時に含意されています。

その結婚が人目には成功であろう

が不成功であろうが、そこには婚

姻関係に導いた神の目的が存在し

ます。自分の婚姻関係の幸いを喜

ぶ人がいるかもしれません。大い

に喜んでください。自分の婚姻関

係の不幸を悲しむ人がいるかもし

れません、悲しみすぎたり、自責

の念にかられて、自分を責めすぎ

たりしてはなりません。その関係

は一時的なものなのです。一時的

だからこそ、その幸と不幸にも、

神の目的が存在するのです。神は

関係の中で人を育てるのです。

また主イエスは、「天において

は天使のようになる」〔新共同訳

は「天においては」を訳出してい

ない〕と言われます。そこから、

今この世界におかれている自分の

現実を見ることが必要なのです。

わたしたちは現実を合理だけから

見ることをしないのです。それが

キリスト者です。「空の鳥を見よ、

野のゆりを見よ」と言われた主は、

空を飛ぶ鳥の先、美しい野のゆり

の先、鳥を生かし野のゆりを美し

く装っている神を見よとおっしゃ

るのです。主イエスは「天におい

て」と言われるのです。〔天にお

いてわたしたちが享受する生命が

あるのです。〕「天においては天使

のようになる」者の、地上におけ

る使命とは難でしょうか。天で天

使のようになるのなら、わたしたち

の本質は、この世に、天から使わさ

れた使い（天使）として生きるとい

うことになるのです。わたしたちの

使命とは、神の使いとしての働き
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を果たしていくことです。地上に、

人々との関係と仕事を通して、神

の愛を分かち合い、平和を創り出

し、神のよき音信(おとづれ)を告

げ知らせることなのです。

そして主イエスは、自らも、死

者の復活について、聖書から論証

します。サドカイ派の人々が唯一

その権威を認めた律法からの論証
トーラー

です。２６－２７節

12:26 死者が復活することについ

ては、モーセの書の『柴』の個所

で、神がモーセ

にどう言われた

か、読んだこと

がないのか。『わ

たしはアブラハ

ムの神、イサク

の神、ヤコブの神である』とある

ではないか。 12:27 神は死んだ

者の神ではなく、生きている者の

神なのだ。あなたたちは大変な思

い違いをしている。」

主イエスは、サドカイ派の人々の

「思い違い」は彼らの誤った聖書

理解から生じていることを指摘し

ます。主イエスは「モーセの書の

『柴』の個所」を引用します。こ

れが当時の聖書引用の仕方なので

す〔章は1227年頃から、節は旧約

が1448年頃から、新約は1555年頃

からつけられるようになる〕。そ

こにはこう書かれています。「わ

たしはアブラハムの神、イサクの

神、ヤコブの神である。」この言

葉だけを用いて主イエスは論証す

るのです。ここから「神は死んだ

者ではなく生きている者の神であ

る」ことが分かるというのです。

「アブラハムの神、イサクの神、

ヤコブの神であった」のではなく、

今も、「アブラハムの神、イサク

の神、ヤコブの神である」という

のです。「である」という現在形

が解釈の鍵です。〔この文章は動

詞を使わず、主語と補語を同格に

置くことによって作られる同格構

文の構造をとっています。〕アブ

ラハムとイサクとヤコブは現在も

生きているということになるので

す。しかし、聖書が、彼らの死を

記録していることを、わたしたち

は知っています。彼らは確実に一

度死んだのです。だとすれば、今

も生きているのなら、復活したと

いうことになるのです。

わたしたちは自分や世界の事実に

ついて、よく知っていると思ってい

ます。しかし自分の実態についても、

この世界の実態についても、実は余
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り知らないのです。知らない物や事

を、謙虚に学びましょう。その時に、

それをこの世界の基準や合理だけで

理解せずに、神の基準で理解できま

すように。そしてまたわたしたちに

託された神の使者としての働きをま

っとうすることができますように。

新しい一週間を歩み出したいと思い

ます。祈りましょう。

2019.2.10 日本基督教団千歳丘教会礼拝

エルサレム神殿と境内
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12:18 復活はないと言っているサ

ドカイ派の人々が、イエスのとこ

ろへ来て尋ねた。

12:19 「先生、モーセはわたした

ちのために書いています。『ある

人の兄が死に、妻を後に残して子

がない場合、その弟は兄嫁と結婚

して、兄の跡継ぎをもうけねばな

らない』と。

12:20 ところで、七人の兄弟がい

ました。長男が妻を迎えましたが、

跡継ぎを残さないで死にました。

12:21 次男がその女を妻にしまし

たが、跡継ぎを残さないで死に、

三男も同様でした。

12:22 こうして、七人とも跡継ぎ

を残しませんでした。最後にその

女も死にました。

12:23 復活の時、彼らが復活する

と、その女はだれの妻になるので

しょうか。七人ともその女を妻に

したのです。」

12:24 イエスは言われた。「あな

たたちは聖書も神の力も知らない

から、そんな思い違いをしている

のではないか。

12:25 死者の中から復活するとき

には、めとることも嫁ぐこともな

く、天使のようになるのだ。

12:26 死者が復活することについ

ては、モーセの書の『柴』の個所

で、神がモーセにどう言われたか、

読んだことがないのか。『わたし

はアブラハムの神、イサクの神、

ヤコブの神である』とあるではな

いか。

12:27 神は死んだ者の神ではな

く、生きている者の神なのだ。あ

なたたちは大変な思い違いをして

いる。」
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12:18 Kai; e[rcontai Saddoukai'oi pro;"

aujtovn, oi{tine" levgousin ajnavstasin

mh; ei, kai; ejphrwvtwn aujto;n levgonte",

12:19 Didavskale, Mwu>sh'" e[grayen

hJmi'n o{ti ejavn tino" ajdelfo;" ajpoqavnh/

kai; katalivph/ gunai'ka kai; mh; ajfh'/

tevknon, i{na lavbh/ oJ ajdelfo;" aujtou'

th;n gunai'ka kai; ejxanasthvsh/ spevrma

tw'/ ajdelfw'/ aujtou'.

12:20 eJpta; ajdelfoi; h: kai; oJ prw'to"

e[laben gunai'ka kai; ajpoqnhv/skwn oujk

ajfh'ken spevrma:

12:21 kai; oJ deuvtero" e[laben aujthvn

kai; ajpevqanen mh; katalipw;n spevrma:

kai; oJ trivto" wJsauvtw":

12:22 kai; oiJ eJpta; oujk ajfh'kan

spevrma. e[scaton pavntwn kai; hJ gunh;

ajpevqanen.

12:23 ejn th ' / a jnastavsei (o {tan

ajnastw'sin) tivno" aujtw'n e[stai gunhv_

oiJ ga;r eJpta; e[scon aujth;n gunai'ka. '

12:24 e[fh aujtoi'" oJ !Ihsou'", Ouj dia;

tou'to plana'sqe mh; eijdovte" ta;"

grafa;" mhde; th;n duvnamin tou' qeou'_

12:25 o{tan ga;r ejk nekrw'n ajnastw'sin

ou[te gamou'sin ou[te gamivzontai, ajll!

eijsi;n wJ" a[ggeloi ejn toi'" oujranoi'".

12:26 peri; de; tw'n nekrw'n o{ti

ejgeivrontai oujk ajnevgnwte ejn th'/ bivblw/

Mwu>sevw" ejpi; tou' bavtou pw'" ei\pen

aujtw'/ oJ qeo;" levgwn, !Egw; oJ qeo;"

!Abraa;m kai; (oJ) qeo;" !Isaa;k kai; (oJ)

qeo;" !Iakwvb_ 12:27 oujk e[stin qeo;"

nekrw'n ajlla; zwvntwn: polu; plana'sqe.


